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平成16年度発達教育学系公開講座

@発達教育学部開設記念公開講座 5月15日(土) 13:30~16:30 

『子育て問題の今日と明日を問う一子育て・保育・教育の再点検 』

{講演 1]r精神医学と母親の立場から」 大阪人間科学大学教授 服部祥子氏

{講演 2]rサル学と心理学の立場から」 京都大学霊長類研究所教授 正高信男氏

.児童学科前期公開講座 7月 3日(土) 13:00~17:00 ， 4日(日) 10:00~12:00 

[第 1日]rイヌノ〈ラj去によるカウンセリング実習」
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大辻隆夫氏

塩川真理氏

深見有紀子氏

小泉恭子氏

φ児童学科後期公開講座

『自閉症児への支援J

(1) 総論(司会)

(2) 幼児期

(3) 思春期

10月16日(土) 13: 30 ~ 17 : 00 

本学教授

大阪自閉症・発達障害支援センター長

田川元康氏

新津伸子氏

横浜やまびこの里仲町台センタ一地域支援課長 中山清司氏

.短期大学部初等教育学科保育士養成課程増設記念公開講座 10月30日(土) 13:00~16:30 

『保育の「いまJと「これからJj
【第一部]r抱きしめて愛あふれる保育の実践 年齢発達に応じたかかわりを通じて-J

だん王保育園園長 信ヶ原千悪子氏

{第二部]rこれから保育にたずさわる人のためにJ

本学専任講師 佐藤直之氏

.音楽教育学専攻秋季公開講座 11月27日(土) 13:30~16:00 

『中国音楽の調べJ 中国琵琶演奏家・長城楽団代表 葉衛陽氏

演奏 長城楽団
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平成15年度

大学院家政学研究科(修士課程)論文題目

児童学専攻

岸本瑞 江 高機能自閉症者における対人認知についての一考察

高 畠 佐代子 Randolph Caldecott 絵本研究 -16冊の絵本を中心に一

平成16年度

大学 院文 学研究科論文題目

教育学専攻(博士前期課程)

〈教育学領域〉

全 紅月 中国における「私立学校Jの概念の検討

〈心理学領域〉

林 真弓 コンビュータ・ネットワーク依存傾向における愛着スタイルの影響について

一女子大学生を対象に-

〈臨床心理学領域〉

大友貴美子 引っ込み思案幼児への援助に関する一考察

一集団的ソーシャルスキルトレーニングによる社会的適応への援助一

山田聖子 即興音楽療法に関する一考察-情動調律の視点から-

表現文化専攻(修士課程)

伊丹里奈 カール・オルフ作品における ElementareMusik概念について

ーオペラ〈賢い女〉を中心に-

北島久実恵 現代美術の多様化と表現の「場Jの変化

竹内 綾 現代アートの既成感覚的傾向
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発達教育学部紀要

平成16年度

文学部教育学科卒業論文・制作題目

初等教育学 専 攻

学生氏名

山根 舞

雨森真美

安 藤美和

飯島佳奈

石川祐子

稲垣圭子

岩 井祥子

岩 崎千佳

岩 田夢 乃

植田裕美

内田万利子

内野宮 歩

追永珠希

大川優美子

大中道紗也佳

大平笑実

岡川知笑

岡田絵梨子

岡田智美

同田美 生

岡村麻依子

岡本奈々子

小島志穂

角 田裕子

梶原美聡

高 津絢子

金川奈央

狩野誉子

川井佐保

川 口 知 佐 子

河野利佳

河原亜佑美

菊森美香

岸根加奈

卒業論文・卒業制作題目

風土に根ざして感性を育てる詩の授業の研究

これからの環境教育について考える

望ましい父親像と役割 一「父性」と「やさしさ」の観点から一

親子関係における会話の不成立についての考察

反対論，賛成論から迫る代理出産 一技術進歩の光と影

児童の友人関係といじめの関連性

日本の子守唄における子ども観について

緑の学校づくり

小学校における生と死の教育

乳幼児期における自閉症児の成長過程と親子関係に関する考察

父親の育児参加への提言

児童の筆跡、と親子聞の類似性 一児童の性格特性と親子関係から

現代教育の根底にあるものの探究 一日本人の道徳意識から生じる教育愛ー

いじめのない学級づくり 低学年の事例をもとに

父親の育児・家事参加に関する一考察

大学生のストレスと解消法

小学校における国際理解教育の意義

生きる力をはぐくむ 高齢者との農作業を通して一

幼稚園における自然体験活動 一環境教育と結びつけて考える

牧口常三郎と『人生地理学Jについて

食生活が子どもに及ぽす影響 一内食の重要性を探る一

現代の子ども会を考える 主に箕面市の場合

小学校における英語教育について

親と離れてくらす子どもたち

頻度の二側面が偶発記憶に及ぼす影響

視聴覚教材が模倣表現にもたらす効果について 一動物の表現を中心にー

キレる子どもと大人の関わり

不登校と社会

家庭と学校における世代聞の断層が教育に与える影響について

子どもの意欲を引き出す教師の発問・指示についての研究

「話す・聞く J活動の指導

教員志望の学生の体験学習について考える

女子大学生における孫 一祖母関係が母親の養育観に与える影響について

音楽科における鑑賞教育について

門

i
A
生

所属ゼミ

(増田)

(高桑)

(森繁男)

(田井)

(福永)

(上田)

(石附)

(石附)

(上田)

(岩槻)

(近藤)

(松浦)

(田井)

(安藤)

(岩槻)

(吉村)

(石附)

(富村)

(高桑)

(石附)

(表)

(石附)

(近藤)

(表)

(広瀬)

(川口)

(森繁男)

(福永)

(田井)

(吉永)

(吉永)

(高桑)

(吉村)

(難波)



岸 谷 玲 子

北 畠 浄 子

木 村 文 香

儀 間 万 梨

日 下 知 美

久 保 香 織

栗 山 奈 保 子

黒 田 さ や か

小 出 絵 理

河 野 奈 穗 子

古 賀 智 子

小 西 清 美

小 林 佳 世

後 藤 摩 耶

酒 井 陽 子

櫻 井 梨 江

笹 崎 友 美

佐 田 　 愛

佐 藤 芽 衣

佐 藤 佑 美

澤 入 千 温

渋 谷 美 咲

志 村 の ぞ み

白 柳 美 和

杉 下 博 子

杉 田 光 奈 子

盛 山 友 美

高 岡 知 加

高 木 真 梨

高 澤 菜 緒

高 橋 英 里

竹 下 佳 奈

田 島 靖 子

多 田 智 子

田 中 千 映

谷 　あ か ね

田 村 さ と み

筑 後 奈 々 絵

卒業論文題目

今を生きる子どもと自然体験について考える

感情の表現を通 して少年犯罪を防 ぐ　一感情を溜め込まず素直に表すことの大切さ一

少年犯罪 とコミュニケーション

児童期の家事の重要性　一家族関係 とのかかわりから一

いじめ四層構造の中の傍観者の役割 と影響について

新たな地域社会形成からの子育ての共同　一住民組織を中心 とした入間関係づ くり

から

子どものス トレスを引き起こす要因に関する研究

絵画作品 「作品1」 「作品II」

母親の孤立　一地域の子育てネッ トワーク～

「いちじく」

絵画のなかの子ども　一主 として中世における絵巻物か ら一

絵画作品 「夏の思い出1」 「夏の思い出II」

子どもの人権 と学校教育

青年女子の自己肯定感とその父親の関与 との関連

軽度発達障害に対する特別支援教育の在 り方について

仕事 と子育ての両立支援

体育授業におけるよい授業に関する一考察　一小学校 ・中学年の跳び運動の授業を

中心に一

ソフ トバ レーボールの初心者指導 における教材づ くりの試み　一 「オーバーハン ド

パス」及び 「アンダーハン ドパ ス」の学習を中心に一

あいさつをすることの大切さ　 一モデ リングを通 して育む一

子どもの心が求める教師のあり方　一現実とテレビ ドラマの世界における教師と児

童 ・生徒の関係一

小学校 における歌唱共通教材の変遷　一文部省唱歌を中心に一

「再生」

小学校英語の意義 とこれか らの課題

リズムダンスが児童の 「表現」にもたらす有用性について

方向感覚の高低 と地図作製能力との関係

「心繋」

現代における青年期女子のやせ願望について　一メデ ィアによる影響と集団内伝達

の観点から一

絵画作品 「家族」「ともだち」

「環境づ くり」を視点 とした音楽の授業について

ヒー リング音楽が及ぼす気分への影響

子どもの主体的読書活動実現過程 における教師アプローチの考察

価 性伸長における道徳教育のあり方についての一考察

リズム教育に関する考察

小学校教育における日本音楽の展望

学ぶ意欲を育て一人ひとりが生きる授業

学校教育の場に給食の作 り手を生かす　一京都府亀岡市の実践例をもとに一

大学生における攻撃性の高 ・低 と家族関係の とらえ方

祖父母と子どもの関係　一小学生 ・大学生のアンケー ト調査か ら一

一148一

(高 桑)

(富村)

(福永)

(表)

(森繁男〉

(森繁男)

(岩槻)

(黒 田)

(表)

(窪 田)

(石 附)

(黒 田)

(福 永)

(松 浦)

(上 田)

(近 藤)

(川 口)

(川 口)

(富村)

(田井)

(上 田)

(窪 田)

(表)

(川 口)

(広瀬)

(窪 田)

(森繁男)

(黒 田)

(難 波)

(松 浦)

(福永)

(田井)

(難波)

(難波)

(吉 永)

(卜.田)

(広瀬)

(表)
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千々和佳子 保育所における地域子育て支援活動に関する考察 京都市内の一保育所を事例と (岩槻)

して

辻 明子 生きる力を育む教育をめざして 「総合的な学習の時間」における自然体験活動 (吉永)

を通して一

寺田智子 小学校における“人と人，人と自然をつなぐ"環境教育 (宮野)

徳永麻友美 「里親制度」の課題とこれからの発展に向けて (福永)

殿川陽子 子育て支援の現状と課題 一専業主婦を中心に一 (森繁男)

土合浩子 絵画作品「自画像JI人のいる静物J (黒田)

土井涼子 「表現運動」の授業における課題学習の効果についての一考察 (川口)

中川良子 校長のあり方 民間人校長任用の背景から一 (上回)

中 田沙織 地域住民による学校参画 学校評議員制度を中心にー (上田)

仲間千晃 変わる結婚 一女子大学生はいま何を思うか一 (森繁男)

野 j畢由規子 立体作品 I1 J立体作品 111J (黒田)

信同友子 子ども会活動の現状と課題 (岩槻)

野村美奈 女児の関係性攻撃と社会的スキル (松浦)

長谷川紘子 朗読を使った表現活動の研究 (増田)

畑 沙織 再認時における頻度の表層的側面が再認記憶成績に及ぼす影響 (広瀬)

蜂尾亮子 子どもの居場所 関係と空間から考える一 (森繁男)

端 i登香 子どもの意識を生かした指導法の開発 (吉永)

中木 真依子 死を隠蔽する現代日本社会における「いのちの教育」の必要性 オウエンの性格 (田井)

形成論とデス・エデュケーション

原 有 里 体験による気づきから始まる環境教育 (宮野)

原因朋実 学童保育指導員の役割とその意義に関する考察 (岩槻)

繁田沙樹子 学校，家庭，地域社会の連携を目指して 学級通信を通して (吉永)

兵頭未来 絵本が子どもに与える影響 (増田)

平石唯香里 旅のすすめ 旅は教育なり一 (石附)

平田祥子 子どもの自信をはぐくむ 一小学校における子どもとのかかわりの中で一 (富村)

藤谷あすか 幼小連携教育推進から見る低学年の学級崩壊 (上田)

冨土谷 桂 女子大学生のストレスと自己開示について (松j甫)

藤名晴子 基礎・基本を育てる授業づくり (吉永)

藤村理絵 人聞の愛情に関する考察 真実の愛について問う一 (田井)

藤原友季 童謡が子どもに与える影響について (増田)

淵本 恵 遊びが育てる力 学校教育における遊びについて一 (富村)

北 国加奈子 親準備性の獲得 大学生のアンケート調査から (表)

前田真季 家庭・学校・地域を含めた食教育 (安藤)

牧田知佳 親子関係と子どもの変化 一少年犯罪・少年非行を切り口に (岩槻)

真砂千年瀬 教育勅語について (石附)

松下 日日日 ロック・ミュージックに対する現代の若者のイメージ ークラシック音楽との関連 (難波)

を視点として

松田 尚子 日本の子ども観をめぐって (石附)

松本聡子 子育て困難から子育て共同の時代へ 学校，家庭，地域における連携の意図と重 (福永)

要性一

馬 屋 原 宏 美 感性を育む詩歌の授業についての研究 (増田)

水 谷麻希 記銘時における頻度の表層的側面が再認記憶成績に及ぽす影響 (広瀬)
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溝淵有希

三田芙由子

水戸英理香

村中亜有実

森 千華

卒業論文題目

魅力のある学級経営を目指して 一学級崩壊の事例から一

地域の環境を活かした自然体験

人間関係が自尊感情に与える影響について

「書くことJの大切さ ーこころとこころをつなぎあうために一

編見のない聞かれた心を育てる -21世紀の地球市民を育てるための国際理解教育一

森住 裕里 自己評価の変化が自分の理想・未来像に与える影響について

矢 取幸 子 ストーリーテリング(おはなし)のもつ力

山崎朋子 「昇」

山崎真衣 特別なニーズを持つ児童の学習環境についての考察 一普通小学校の障害児教育に

(吉永)

(宮野)

(吉村)

(富村)

(富村)

(吉村)

(岩槻)

(窪田)

(岩槻)

焦点をあてて一

山 田愛子 子どもが生き生きと活動できる教室環境づくり 特別活動における教室掲示の工 (富村)

夫をもとに一

山田麻沙子 子どもの心身の調和のとれた発達を促すために 一小学校段階における遊具の有用 (富村)

性をもとにして一

山藤佐代

山本奈々恵

山本真有子

吉田 舞

子どもの心をはぐくむ自然体験 ーボランティア体験をもとに一

絵本が子どもの心理的発達に与える影響に関する研究

日記指導による子ども理解

子育てにおける支援制度のあり方と重要性 一保育園・幼稚園・家庭・地域・社会

の子育てを中心に一

今求められる学力についての一考察

過保護が大学生の自己形成に与える影響について

仏教讃歌の成立と普及 一大学合唱団の活動を中心に

仲間集団が児童の自立性・社会性に及ぼす影響

「書くことJを通しての学級経営

生涯学習における子どもの習い事

堀江麻世 飼育活動を通して学ぶ「いのちJの大切さ 一獣医師との連携を中心に一

前田いずみ より良い家庭教育を実現するために 一諸外国との比較を通して一

若野純子

脇坂幸代

和合麻子

和田真由美

御川歩美

原田佳世

音楽教育学専攻

学生氏名

浅野智子

新井 由郁

安藤 裕子

石原めぐ み

井上佐保子

上田裕子

梅野由佳

大内雪絵

加嶋春美

河口友梨香

黒飛瑛美

紫芝麻衣

卒業論文・卒業制作題目

A.スクリャービンの〈ピアノ・ソナタ第10番〉 一音楽構造と神秘思想ー

オットリーノ・レスピーギ室内声楽作品の意義について

藤井清水の大阪時代 作曲活動の黄金期一

プッチーニの異国趣味 ーオペラ〈トゥーランドット〉を事例に一

橋本国彦と深尾須磨子 一〈笛吹き女〉を中心に一

マシュー・ボーンによる〈白鳥の湖〉 一古典バレエと比較して一

J. S.バッハ〈インペンションとシンフォニア〉ピアノ教育における意義

一ニ版の再検討一

即興音楽療法について

日本におけるゴスペルの受容と発展

広告の中のオリジナルソング

沖縄の伝統音楽とポップの融合 -BEGINにみる沖縄ポップの研究ー

エリック・サティの〈子供の音楽集〉

ハリ
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(宮野)

(岩槻)

(吉永)

(福永)

(森繁男)

(吉村)

(難波)

(表)

(吉永)

(表)

(富村)

(表)

所属ゼミ

(秀村)

(荒川)

(秀村)

(小林)

(秀村)

(秀村)

フソ (荒J11) 

(小林)

(小林)

(荒J11) 

(小林)

(土居)



発 達 教 育 学 部 紀 要

篠 原 佑 希

田 井 恵 美

谷 口 瑛 子

辻 井 鈴 代

中 島 由 美

夏 見 陽 子

濱 上 由 紀

平 見 淳 子

古 川 陽 子

北 条 保 子

松 村 美 希

松 本 香 菜

宮 本 麻 奈

山 下 真 悠 子

山 下 　 恵

和 出 有 規

これからの鑑賞教育　一ホルス トの 「惑星」を用いて一

1960年 代から現在 までの唱歌研究

J・POPに ついて　 一山口百恵をジェンダーの視点から分析 して一

日本伝統音楽における音色尊重と自然観 について

喜波貞子について　 一日本人歌于との比較か ら見るその音楽 と人物一

乳児と音　一乳児用知育玩具に関する一考察一

ファイナルファンタジーV皿におけるゲーム音楽の意義

劇団四季 と浅利慶太の夢と現実　一 ミュージカルをめ ぐって一

合唱組曲佐波川について　一音楽による地域活性化の一例一

宝塚歌劇における伝統 と変革　一舞台演出に関する考察を中心に一

変声期における歌唱指導について

デ ィズニー ・アニ・メーションの音楽 『リトル ・マーメイ ド』の考察

ミュージカル 『レント』の作品研究　一構成要素 と音楽にみるその魅カー

アルフレッド・リー ドの吹奏楽作品について

グレン ・グール ドの芸術観 について　 一三つの 《ゴール ドベルク変奏曲》からの考

察一

日本の近代仏教音楽　一仏教讃歌の流れと芸術的作品一

(小 林)

(秀村)

(荒 川)

(小林)

(小 林)

(小 林)

(荒 川)

(荒川)

(秀 村)

(荒 川)

(小林)

(小林)

(荒 川)

(秀村)

(荒 川)

(秀村)

一151一



卒業論文題目

平成15年度

家政学部児童学科卒業論文・制作題目

学生氏名 卒業論文・卒業制作題目

吾郷涼子・河田宏子 出生順位および親の養育態度と性格形成の関連性について

.木村淑栄

朝倉美樹 デイック・ブルーナ論ーうさこちゃんシリーズを中心に一

足立千佳・阿部華奈

天野 宏美

作田友沙

飯島紘子

石原春海

今井杏奈

上回陽子

梅 津 佐 千子

江崎里恵

太田美弥子・荘あゆみ

大竹智 子

大西麻貴・辻坂紀子

奥川聡子

片岡ゆかり

上保陽香

久世ゆかり

佐 竹圭 子

下前亜耶・吉梅幸子

・余田;美喜子

一包有香

鈴木康代

図師友子

高木利佳

高谷理恵

竹崎美乃 里

田仲裕子

小川富貴 子

堀居美佳

谷口 智子

竺 翠里

中 麻美・沼本陽子

福島 彩

所属ゼミ

(衣笠)

(村柴)

メイク・ア・ウィッシュオブジャパン ~難病と闘う子ども達の輝く時- (岡田)

子育て支援の在り方について (衣笠)

2ヶ月間の有酸素トレーニングによる体格および体脂肪率の変化 (新矢)

2ヶ月間の有酸素トレーニングによる体力の変化 (新矢)

児童文化活動に関する一考察ーヰ寺定非営利活動法人「こどものひろば」の現状と (村柴)

可能性

次世代の子育て観

女性の生き方について

不登校における演劇の可能性一フリースクールの活動を中心に一

絵本作家ピアト 1クス・ポターとピーターラビットについて 一出版100周年記念一

公園に関する一考察一理想の公園づくり一

宮崎駿の世界

胎教と生育環境が精神発達におよぼす影響に関する研究

林明子の絵本研究

中谷千代子論

絵本を通して心の平和を 一葉祥明の研究一

園庭に関する一考察 →呆育園・幼稚園の調査を通してー

郷土玩具及び教科書におけるからくり玩具

胎児性アルコール症候群の発育におよぽす豊環境の影響

宮崎駿研究一「天空の城ラピュタJiとなりのトトロJi千と千尋の神隠し」を通

して

藤子・ F・不二雄『ドラえもんJに関する一考察

デイック・フホルーナ絵本研究

灰谷健次郎の作品に関する一考察

浜田贋介童話研究一「泣いた赤おに」を中心に←

金子みす Y の生涯と童謡に関する一考察

ひな祭りの伝承に関する研究一年齢別調査を通して

幼稚園実習と保育所実習における身体活動量および活動内容の比較

環境温度および身体活動量が 1日の水分出納に及ぼす影響

保育園(所)のおもちゃに関する一考察一実態調査を中心に一

湯本香樹実が描く癒しの世界 一死の世界一

宮崎駿作品研究

グリコのおまけに関する一考察

つU
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(衣笠)

(衣笠)

(村柴)

(同田)

(村柴)

(岡田)

(佐藤)

(村栄)

(村柴)

(岡田)

(村栄)

(村栄)

(佐藤)

(村栄)

(岡田)

(岡田)

(岡田)

(村柴)

(岡田)

(村栄)

(新矢)

(新矢)

(村柴)

(岡田)

(岡田)

(岡田)



重本真紀子

藤井弘恵

藤 同美幸

細 木瑞恵

松本紗代子

松 山英里

清水美保

水原結香

柳田理沙

清水美帆・進藤敏子

山本さやか

吉 梅佳子

吉永春香

新宮由子・新崎真委子

奥田朋子・曽束昭美

吉川千恵美

吉田友紀

米 田実希子

赤尾律子

越智舞子・丸田陽子

小林加寿美

清水里紗

山内美和

上野 キ直

赤 柴弥苑

荒木詠子

稲垣 恵・伊吹悠子

今川紗矢香・岡田[Iij子

-片山久実・鈴木靖]~

-中田芙美

稲葉知子

井上和香子

牛根寿恵

宇治亜衣子・片山恵美子

内 野舞 子

小川真衣・白石祐美

奥村祐子・是川明日香

-近藤鞠子

落合奈緒

加 藤浄子

河 合春奈

河 合洋 実

川本明美

合 田陽 子

発 達教育学部紀要

女子大生の健康に対する意識調査 ~食生活と体形意識~

子どものファッションについての一考察ー調査を中心にー

エリック・カール絵本研究

お手玉に関する一考察一聞き取り調査を中心にー

がらがら・おしゃぶりに関する一考察ーアンケート調査を通して一

新美南吉作品研究

しつけについて ~年代別調査からの検討~

『真夏の夜の夢』における妖精の研究

木製玩具に関する一考察ーシュタイナー教育を通して一

児童期の経験による女子学生の子育て意識について

ユニバーサル・スタジオ・ジャパンの研究

石井桃子作品研究

M.W.ブラウン絵本研究

性に関する実態調査

生育環境・養育態度と成人 ADHDの関連性の検討

奈良県の遊園地の現状と課題

「らい麦畑でっかまえてjに関する一考察

絵本に関する一考察一単彩絵本を中心に一

絵雑誌と戦争に関する一考察一『コドモノクニ』を中心に一

近年の女子学生における喫煙の実態と意識調査

『鉄腕アトムJ研究

マーシャ・ブラウン絵本研究

笑いの発達に対する外的影響一関西地域の文化を通してー

「赤毛のアンJの魅力に関する一考察

小学校教師の心理的ストレスについて (H県と K府の比較)

青少年の友人関係と「いじめJに関する研究

社会的経験と共感能力の発達との関係について

自閉症者の感情・表現についての一考察

(衣笠)

(村柴)

(岡田)

(村柴)

(村柴)

(同田)

(衣笠)

(岡田)

(村柴)

(衣笠)

(岡田)

(村柴)

(村柴)

(衣笠)

(佐藤)

(岡田)

(岡田)

(村柴)

(村柴)

(衣笠)

(村柴)

(村柴)

(村柴)

(岡田)

(田)11) 

(岩)11) 

(大辻)

(高木)

プラダー・ウィリー症候群児s.Kの事例研究

色聴 -Colo Hearing-

現代の母親における育児の現状に関する一考察

オカリナ製作へのアフ。ローチ 一人聞を起点とした造形遊ぴの視点から一

自閉症児M.Kの事例研究

女子大学生の共感性と向社会的行動について

音を楽しむ活動への取り組み ~子作り楽器の可能性に迫る~

(高木)

(野村マ)

(田)11) 

(土田)

(高木)

(田)11) 

(野村マ)

知的障害児S.Kの事例研究

自閉症児R.Nの事例研究

父娘関係とファーザー・コンプレックス

自閉症児K.Kの事例研究

自閉症児T.Eの事例研究

ダウン症児K.Tの事例研究

(高木)

(高木)

(田)11) 

(高木)

(高木)

(高木)
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悪い行為観の世代差に関する研究

日本の幼児教育におけるリトミックの現状と可能性

母子関係における，愛着の世代間伝達に関する研究

青年期女子における主観的幸福感と自己像の関係に関する一考察

自閉症児Y.Oの事例研究

青年女子における自己愛傾向と性格特性との関連について

幼児の習い事・母親の養育観と幼児の自己概念との関連についての調査研究

自閉症者の余暇活動とその支援

障害者の音楽療法の有効性についての一考察 ~知的障害者， 自閉症，ダウン症の

人々への集団セッションによる~

母親の養育態度が子どもの性格に与える影響に関する研究

失行症児T.Yの事例研究

男性保育士の現状と課題 ~保育におけるジエンダートラディショナルからジエン

ダーフリーへ~

水 紀 宗教系私立高校の宗教教育の実態とあり方に関する考察 ~情操教育と向社会的行

動~

坂本美 幸

嶋田由加

城山幹湖・水谷友香

杉本多 絵

骨我部加代・西浦千佳

曽和幸子

高城千晴・中村幸香

・西部佳

高田ul子・長井美希

高津美和子

竹下由紀子

竹長瞳・長谷川智子

田坂愛子

田中英梨子

田中裕子

塚本亜紀

富岡 鈴

中本陽子

中山芙美世

西川香織

西津智子・西村紀子

・早川恵美

根ヶ山恵理・前川貴美

・水内美香・山本弥生

野 口恵 美

林寛子・岸本越海

松原阿世

松村美佳

丸山裕美

三代あか り

ー宅育恵

本谷 望

籾田 綾子

山岡ひろみ

山口貴子

今川貴美子・森山友美

谷

卒業論文題目

生きることの意味一三浦綾子作『塩狩峠J論評ー

ダウン症児N.Uの事例研究

青年女子が認知する両親像のイメージと自己のパーソナリティ特性との関連につい

て 一家族画法による父親・母親・自己の三者間に関する検討ー

出生順位によるパーソナリティー形成の違いについて

「神戸連続児童殺傷事件」における母子関係に関する一考察

青年期における自己受容と親の養育態度について

どちらにしょうかな・替え歌・即興歌の研究 ~歌から見る子どもの表現について~

大型仕掛け絵本の制作 一子ども達の豊かな想像力の育ちをめざして

女子大生における対人不安と対人的自己効力感との関係

感性に基づく児童造形表現の分析的研究 一子どもの想像・連想力について一

音作りの技とそこにある情熱

イルクルージョンの実践法についての一考察 一保育者としての役害Ij-

両親の養育態度と子どものパーソナリティ形成について ーアタヅチメント理論の

立場からー

童謡詩人金子みす f の悲しみ

郡部に居住する中・高生の向社会的行動に関する一考察

ダウン症児A.1の事例研究

人間の心理と色彩との関連性について ~ストレスの有無によるパーソナリティの

変化を探る~

笑わない赤ちゃんの増加についての考察

ろう者の音楽一保育へ発展させて一

保育における泥遊ぴ効果による心理的成長について

子どもを虐待する親の特徴及びその背景に関する一研究

玉木利佳 身体不満足感と食行動及び対人不安の関連性
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(野村ノ)

(高木)

(岩川)

(大辻)

(大辻)

(岩)11) 

(野村7)

(土田)

(田川)

(土田)
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長尾寛子 お父さんの音・お母さんの音 ~音から紡ぎだされる物語~ (野村マ)

姫井 j晶子 上村松筆の虚構 (野村ノ)

丸山智 恵 子どもの社会的発達と母親の養育態度との関連について (岩川)

好井莱衣子 女子学生における将来志向の決定要因 一母娘の関係についての検討一 (岩}11) 

植野久美子 オリジナル積み木の開発 一幼児の自由な表現活動をねらいとして一 (土田)
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〈投 稿 規 定〉

第1条 　本誌は,京 都女子大学発達教育学部の研究活動,及 びそれに関連する情報を発表することを目的

　　　 とし,年 一回発行する。

第2条 　本誌は,本 規定第3条 に挙げる諸領域に関する研究論文,研 究報告,評 論,書 評,及 び発達教育

　　　学部の教育研究活動に関する情報,そ の他を掲載する。

第3条 　研究論文等の掲載は,教 育学,児 童学,心 理学,学 校教育学,芸 術,そ の他の領域ごとに一括 し

　　　て行 う。

第4条 　本誌への投稿資格は,次 のとおりとする。

　　　(1)京 都女子大学発達教育学部専任教員,及 び短期大学部初等教育学科専任教員。

　　　(2)上 記専任教員を論文の共著者 とした研究分担者。

　　　(3)そ の他,編 集委員会が特に認めた者。

第5条 　投稿原稿の採否は,編 集委員会 によって決定する。

第6条 　刷 り上が り10頁を超えるもの,及 び原稿印刷に関 して特に費用を要するものは,執 筆者の負担 と

　　　する場合がある。

第7条 　執筆者に対 しては,抜 き刷 り30部を贈呈する。それを超える部分については実費負担とする。

第8条 　投稿 された論文等の複写権及び公衆送信権は,原 則 として京都女子大学発達教育学部に帰属する

　　　 ものとする。ただ し著作者が,事 前に申し出た上で自己の論文等を利用することは差 し支えない。

第9条 　この規定は平成17年1月19日 より施行する。
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